
区自立支援協議会の特徴的取り組み・成果及び次年度の計画について

・「北区の地域課題」の検討・検証
⇒平成２６・２７年度の「北区の地域課題」の
検討及び検証

・障がい者（利用者）のニーズ調査
⇒「ＧＨ利用アンケート」の実施及び検証

・「介護保険制度の研修会」の開催

・「北区の地域課題」の検討・検証
⇒平成２６・２７年度の「北区の地域課題」の
検討及び検証

・障がい者（利用者）のニーズ調査結果
⇒「ＧＨ利用アンケート」の報告書作成

・障がい福祉に関する研修会開催（内容未定）

こども支援係と共同で 発達障がい研修を行い 保 多問題ケースの事例から 東区の課題を抽出し

資料１

こども支援係と共同で、発達障がい研修を行い、保
育園や小中学校の関係者に障がい制度の説明と
意見交換を行った。

多問題ケースの事例から、東区の課題を抽出し、
足りない社会資源や今後行うべき研修などについ
て、検討する。

・委員より移動支援事業に係る意見を収集し、課題
を検討
・研修会（保護観察所と地域生活定着センターの
業務について）及びワークショップによる触法事例
ケース検討会の実施
・包括に対し代筆・代読アンケートを実施し、課題を
検討
・知的障がいのﾛﾝｸﾞｼｮｰﾄ解消事例から課題を整理
⇒移動支援、代筆・代読の支援制度、介護保険
との適用関係の整理を要望。

・困難事例の検討から課題を抽出し、新潟市自
立支援協議会に対し、必要に応じて検討を要
望する。
・次年度の計画
「介護保険や生保との適用関係」「障害年金」
などで、研修会（勉強会）の開催を企画予定。
触法者支援のため関係施設見学会を企画予定
その他、随時希望により企画実施する予定



・障がい者施設見学会
・江南区障がい児支援セミナー
・未就学児に対する放課後等デイサービスのＰ
Ｒについて
・支給決定までのタイムラグについて

・障がい者施設見学会
・江南区障がい児支援セミナー
・未就学児に対する放課後等デイサービスのＰＲに
ついて
・支給決定までのタイムラグについて
・介護保険制度と障がい福祉制度のミニ勉強会

・就労支援
特色ある区づくり事業「障がい者チャレンジ支
援」
・重症心身障がい児等ケース寄り添い支援
教育行政との連携 特別支援学級新設
・基幹型相談支援センターとの連携

・就労支援
区づくり事業継続
・重症心身障がい児等ケース寄り添い支援
現状やライフステージの変化に伴う課題共有継続

・基幹型相談支援センターとの連携
エリア担当者意見交換会実施
モデル検討「新規利用者への支援」
・居宅介護事業所情報交換会
支援現場の情報共有、課題整理、適切な支援
・障がい福祉サービスから介護保険サービスへ
の移行及び併用について、スムーズな移行に
ついて、検討

・基幹相談支援センターとの連携継続
・情報交換会
居宅介護事業所ほか適宜
・障がい福祉サービスと介護保険サービスの併用
について
秋葉区介護支援専門員連絡部会との連携

南区の地域課題についてグループワークで討
議
・障がい者が良質な計画相談サービスを受ける
ための、新潟市単独支援について
⇒運営事務局会議への提案
・南区「区バス」のバリアフリーについて
⇒要望書の提出

・南区の地域課題について、継続して解決策を討議
⇒区の社会資源の不足について
・基幹相談支援センターとの連携



・西区進路調整会議の開催
障がい児について、早い段階から関係者によ
る情報共有、連携を図り、スムーズな支援や
進路決定につなげた。

・事業所種別連絡会議の開催
事業所が多いという西区の特徴を生かし、月別
に事業所ごとの会議を開催し、情報の共有や課
題の抽出を行う。

・西蒲区進路調整会議
・障がい当事者・団体・相談員意見交換会
・ヘルパー事業所情報交換会
・障がい児保護者向け説明会
⇒すべての取組みに対して参加者より好評を

・地域課題への取り組み
⇒障がい者(児)の移動・外出支援に関するワー
キングチームを立ち上げて検討

・左記の取組みの充実
⇒進路調整：早い段階からの生徒の情報共有
保護者説明会：児や生徒も参加しやすい時期すべての取組みに対して参加者より好評を

得ている。工夫しながら継続開催する。
保護者説明会：児や生徒も参加しやすい時期
や内容での開催、発達支援の啓発研修会の開
催


